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   Tetrex, tetracycline phosphate complex, was used for clinical studies. Tetrex revealed 

good activity against several strains of M. pyog. var. aureus and E.  coli isolated from pa-
tient's urine or urethral smear. 

   Serum concentration of Tetrx frcm one hour to three hours after oral administration 

revealed almost dcuble  nmcurt of  sertm levels after same administration cf tetracycline 

hydrochloride. 

   Tetrex used for treatment of urinaly tract infections containing 9 cases with acute 

gonococcal urethritis, 5 cases with NGU, 2 cases with periurethral abscess, one cae with 
spermatocystitis, 7 cases with acute  cystitis, 2 cases with chronic cystitis and 6 cases with 

acute pyeritis. All of 9 cases with acute gonococcal urethritis were curable. Two cases 

with NUG were curable, cne was  allmost curable, one negative and another one had a 

relapse. Both two cases with periurethral abscess were almost curable. One case with 

spermatocystitis was negative. All of 7 cases with acute cystitis were curable but both 2 

cases with chronic cystitis were negative. All of 6 cases with acute pyeritis were curable.

Tetrex(ブ リサ イTX)はBristol社 に於 て

製造 され たもので テ トラサ イク リン とメタ燐酸

ソーグ との複合体で ある.本 剤は従 来 のテ トラ

サ イク リン塩酸塩 に比べ て腸管 よ りの吸収が確

実で能率的で あ り,血 中へ の出現 が速かで且 つ

高い血中濃度が得 られ,副 作 用が少 い事 を特徴

と してい る.我 々は今回 日本抗 生物質学術協議

会 よ り臨床実験に関す る依 頼を受けた のでそ の

概要 を報 告す る.

1抗 菌スペ ク トラムに就て

本剤はテ トナサイクリソと全 く同様の抗菌スペ クト

ラムを持っ事がBristol研 究所で示されている.即

ちそのスペ クトラムは極めて広い.テ トラサイクリソ

に 就 て はEnglish等 の 研 究 が あ るが,グ ラ ム陽 性

菌 で はCorynebacteriumの あ る種 の もの を 除 けば

invitroで0.312～1.56mcg/ccで す べ て 感 受 性 があ

り,又 グ ラム陰 性 菌 で はProteus及 びPseudomo-

nas以 外は0.39～3.12mcg/cc以 下 の 感 受 性 で あ る と

され て い る.本 剤 も同 様 な スベ ク トラム を 示す と見 て

よい.又Cronkは 患 者 よ り分 離 し た22株 の黄 色 ブ ド

ウ球菌 は 本剤 に対 し0.48mcg/cc以 下 の 感 受 性 を 示

し,1株 の み62,5mcg/ccで 耐 性 を 示 した と言 い,

又P.vulgarisの2株 は31。25mcg/ccで 耐 性,

K.Pneumoniaeは0.97mcg/cc,E.Freundiiは

o.48mcg/ccの 感 受 性 を 示 し た と述 べ て い る .

我 々 の 外来 及び 入 院 患 者 の尿 及 び 尿 道 分 泌 物 中 よ り

分 離 した 黄 色 ブ ドウ球 菌7株,大 腸 菌5株,プ ロ テ ウ

ス1株 に つ い て本 剤 に 対す る感 受 性 を測 定 し た結 果 を



次に示す

(1)実 験 』方 ・法
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分離した昏菌株は普通ブイヨyに24時 間培養してそ

の1白 金耳を本剤稀釈培地に植え37。C,24時 聞培養

した後潤濁の有無を検 した.本 剤稀釈培地は倍数稀釈

液 とし,80mcg/ccよ りo.08mcg/ccま での11種

とした.尚 培地のpHは7.4に 調整した.

(2)成 績

TableIActivityofTetrex

StrainNo. MICmcg/cc

M.pyog.varaur.

1

2

3

4

5

6

7

FDA209

E.coilcomrnunis

1

2

3

4

5

P.vulgaris

1

0,63

2.5

0.63

0.63

10,0

20.0

1.25

0。32・

0.63

1.25

0.63

Q.63

2。3

>80.0

成績は表1に 示す如 くであ り,黄 色ブドウ球菌では

7株 申3株 が,0.63mcg/cc,2株 は10mcg/cc又

はそれ以上の値を示した.大 腸菌では5株 中3株 が

0。63mcg/ccで 強い抵抗株は認めなかった.proteus

は1株 であるが80mcg/cc以 上の値を示した.ブ ド

ウ球菌は抗生物質抵航株が多い事に注意を要する.'対

照としてFDA209の 感受性を見たが之は0.32mc

9/ccで あつた.
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3,4,8,24時 間 目の 平 均 血 中 濃 度 は0.90,2,09,

1.61,1.11,0.20mcg/ccで あ る の に 対 し,対 照 の テ

トラサ イ ク リ ン 塩 酸 塩 で は 夫 々0.59,1.20,不 検,

0.97,0.21mcg/ccで 最 初 の3時 間 に 本剤 の方 が 約2

倍 に逝 い 高 い 血 中濃 度 を示 し,叉 藤 井 等 の実 験 で も1

～4 .5時 間 後 に最 高 血 中濃 度 を 示 し,之 は テ トラサ イ

ク リン塩 酸 塩 同量 投 与 時 の最 高血 中濃 度 に対 しほぼ2

倍 の値 を 示 して い る.又Bunnは131例 の 検 査 で250

mgの テ トラサ イ ク リyに 相 当す るTetrex内 服 後

最 初 の1時 間以 内 にo.06mcg/cc以 上 の血 中濃 度 を

示 す 百 分 率 は70%で あ っ た が,対 照 で は58.Omgに

過 ぎず,Tetrexの 吸収 が よ り早 く起 る と述 べ て い

る.又Cronkは12名 に対 し,Tetrexと テ トラサ イ

ク リン塩 酸 塩 の250mg等 価 量 を投 与 し て後24時 間

中 の尿 中へ の排 泄 量 を検 し,Tetrexの 平 均102.5mg

に対 し対 照 で は58,0mgに 過 ぎず,Tetrexが よ り

完 全 に 吸 収 さ れ る事 を 示 して い る.

次 に 我 々 の行 っ た 成 績 を示 す

(1)実 験 材料及び方法

2血 中濃度に就て

上述の如 く本剤はテ トラサイクリyと メタ燐酸 ソr一

ダを複合せしめたものであ り,こ のメタ燐酸 ソーダの

添加により高い血中濃度が得られるとい う.こ の理由

として,メ タ燐酸ソPダ の添加により金属イオyに よ

る不活性化が防止される事,或 は金属イtyと 不溶性

結合物を作る事が防止される等 と言われているが,と

もあれ,本 剤の内服によりテトラサイクリy塩 酸塩の

ほぼ2倍 の血中濃度が得 られるとされている.例 えば

Bunn,Cronk等 の30例 にっいて,250mg投 与後1,

テ トラサ イ ク リンの メタ燐 酸 ソPダ 複 合 物 として は

Tetrex250mgカ プ セ ルを,テ トラサ イ ク リン塩酸

塩 と して は ブ リサ イ250mg錠 を 用 い た.健 康 成 人

4例 にっ きcrossover実 験 に よ り血 中濃 度 を測 定

した.即 ち 空 腹 時Tetrex250mg投 与後1時 間,

2時 間,3時 間,6時 間 及 び24時 間 後 に 採 血 し,FD

A209Pを 用 い て 重層 法 に よ り血 中 濃 度 を測 定 し,

更 に7～10日 後 同 一 条 件 の も とに ブ リサ イ(テ トラサ

イ クリ ン塩 酸 塩)250mg投 与,同 様 に し て血 中濃 度

を測 定 した.

② 成 績

成績は第2表 に示す如 くである.即 ちTetrex250

mg脛 口投与後2～3時 間目にo.8～2.omcg/ccの

最高濃度を示し,1～3時 聞の間はテトラサイクリy

塩酸塩同量投与時の約2倍 の血中濃度を示した.6時

聞及び24時 間後の血申濃度には両者に差はなかった.

3臨 床 成 績

急性尿道淋9例,非 淋菌性尿道炎5例,尿 道周囲膿

瘍2例,精 嚢炎1例,急 性及び慢性膀胱炎9例,急 性

腎孟炎6例 に本剤を使用した.

(1}急 性尿道淋

急性尿道淋患者9例 に本剤250mgカ プセルを使用

した.使 用量は総量1～3gで1日1gを 毎6時4回

分服せしめた.患 者はすべて外尿道口よりの排膿及び
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Table2SerumlevelsofTetrexand

Tetracycline-HCIafteroral

administrationinhealthy

adults

Tetracycline・HCI

250mg

b.菌 消失までの時間

casel

lh

2h

3h

6h

24h

case2

1h

2h

3h

6h

24h

case3

1h

2h

3h

6h

24h

case4

1h

2h

3h

6h

24h

Tetrex250mg

o.8mcg/cc

L8

1.6

0.8

0.2

0.6

1.6

2.0

1.2

0.2

1.0

2.0

1.7

1.2

0.2

0,8

L8

1.6

1.2

o.3mcg/cc

1.2

1.O

O.8

0.2

O.4

0。2

L4

1。0

0.2

0。6

1.2

1.4

0.8

0.3

0.5

1.2

1.0

排尿痛を訴えて来院し,そ の中の2例 は亀頭包皮炎を

併発していたので本剤投与 と共に,そ の部にピォクタ

ニソ及びチソク油を塗布した .そ の他のものはすべて

本剤内服のみによる治療を行った.

すべての症例に於て24及 び48時 聞後に分泌物又は尿

中の淋菌の鏡検及び培養検査を行った,24時 間以内に

自覚症状が消失した7例 は,24時 聞後鏡検及び培養検

査にて淋菌を認めなかった.48時 聞以内に自覚症状が

消失した1例 は24時 間後に鏡検にて淋菌が認められた

が,48時 間後には淋菌は証明されなかった.尿 道に掻

痒 感を訴えた他の1例 は淋 菌は48時 聞後に消失した

が,培 養 検査 に於て多 数の黄色 ブ ドウ球菌が証明さ

れ,尿 道洗瀞療法に切 り換えて治療 した.

c.成 績 の ま とめ

9例 中1例 には淋疾後尿道炎が残つたが他の8例 は

48時 間以内に治癒 した.

② 非淋菌性尿道炎

本症に於ては5例 にっいて臨床検査を行った.

a著 効例

a自 覚症状消失までの時間

投与開始後12時 聞間以内に排尿痛を訴えなぐなった

ものが4例,24時 聞以内 に消失した ものが3例 であ

り,こ れ等はすべて尿道口排膿も24時 間以内に自覚し

なくなった.他 の1例 は24時 聞後も尚排尿痛を訴え,

外尿道口に尚少量の膿貯溜があつた.こ れは更に投与

を続ける事により48時間以内にすべての自覚症状が消

失 した.他 の1例 は24時 閻後排尿痛は消失したが,尿

道に掻痒感を訴え,更 に投与をつづけて総量3gに 及

んだだがこの掻痒感は消失せず,72時 間後に尚透明粘

稠な分泌物が外尿道口に認められた.

2例 に著効を示した.1例 は外尿道口排膿及び尿道

掻痒感を訴えて来院したもので,分 泌物中より黄色ブ

ドウ球菌が認められた.1日1g,6時 間毎に分眼せ

しめ2目 間,総 量2g服 用せしめた.48時 間後には自

覚症状が消失し,尿 中に菌を認めなくなつた.他 の1

例は排尿痛を来して来院したもので,外 尿道口が発赤

し,漿 液性分泌物を少量認めた.鏡 検上白血球が多数

存在するに も不拘,所 々に 球菌 が点在 している程度

で,所 謂無菌性尿道炎の形であつた.1目19,毎6

時分服2日 間服用せしめ48時 間後来院した際には自覚

症状な く尿中に白血球を認めなかった.

b.有 効 例

1例 に有効であった.即 ち尿道掻痒感を訴えて来院

した愚者で,外 尿道口に少量 の膿性分泌物を認め,膿

中に多数の白血球と黄色ブ ドウ球菌を認めたので,1

日19,毎6時 分服2日 間投与した.48時 間後に来院

した際には分泌物は漿液性にな り,白 血球を殆んど認

めなくなった.し かし尚黄色ブ ドウ球菌を認め,尿 道

掻痒感を訴えていた.さ らに2日 間投与し自覚症状を

訴えなくなつた.し かし尿中に糸状物を残し,之 を鏡

検すると多数のブ ドウ球菌が証明された.

c.無 効例

2例 は無効であつた.即 ち1例 は早朝起床時に外尿

道口よりの排膿を訴えて来たものであるが,来 院時外

尿道口に膿性分泌物を少量認め鏡検するにグラム陰性
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桿菌を多数認めた.1日1g毎6時,4日 間総量4g

服用せしめたが.何 等好転しなかつた.他 の1例 は軽

度の排尿痛及び外尿道口よりの排膿を訴えて来たもの

であるが,膿 中に黄色ブドウ球菌を認めたので,1日

1g毎6時4日 間総量49服 用せしめ,自 覚症状が消

失した.其 の後処置を加えずに放置した所3日 後再

び同様の症状を訴えて来院し分泌物中に依然黄色ブ ド

ウ球菌を認めたので再発 と断定した.

d.成 績 の ま とめ

非淋 菌性尿道炎5例 に使用し,著 効2例,有 効1

例,無 効及び再発各1例 であった.

(3)尿 道周囲膿瘍

2例 にっいて観察した.

a.症 例

症例1H.T.48才 ♂ 診断=尿 道狭窄兼尿

道周囲膿瘍

排尿障碍を訴えて来院,入 院せしめてブジー療法を

行った もので,来 院時会陰部 皮膚に発赤及腫脹があ

り,尿 道写真にて球部のやや遠位に狭窄と尿道周囲膿

瘍が認められた.ブ ジー療法とマイシリ)/注射により

一時この部の発赤腫脹は消退したが,数 日後再びこの

部の腫脹と疹痛を訴える様になった.Tetrex1日1

g毎6時2日 聞投与により疹痛,腫 脹は去った.

症例2G.H.31才3診 断 二尿道裂傷兼周

囲膿瘍

鉄道の枕木にて会陰部を強打し,半 時間後に血尿を

来し,排 尿不能 となった.某 鉄道病院にて1日2回 膀

胱穿刺によって導尿処理を受けている.受 傷後5日 目

に来院した.尿 道写真にて尿道球部 よりやや遠位の部

分に裂傷があり,こ の部は不規則になつている.試 み

にブジーを挿入して見たが膀胱まで挿入可能であった

のでカテPテ ルを尿道に留置して入院せしめた.数 日

後カテーテルを抜去,自 然排尿が可能となったが,3

日後に悪感戦標と共に38.5。Cの 発熱があり,会 陰

部の疹痛を訴えた.会 陰部を圧すると外尿道口より排

膿があった.Tetrex250mgを 毎6時 服用せしめ,

翌 日は平熱 となった.

2日 後尿道形成術 を行った.

b成 績のまとめ

尿道周囲膿瘍2例 につき本剤を使用したがいずれも

有効であつた.

㈲ 精嚢炎

a.症 例K.K.36才 ♂ 血精液及び射精時
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痙痛の主訴にて来院せるもので,初 診時直腸診にて前

立腺はやや硬 く触れ,且 っ索状の精嚢を触れる.止 血

剤と共に本剤1日19毎6時 分服せしめ4日 間に及ん

だが症状は些も好転しなかった.

b.成 績 のまとめ

急性精嚢炎1例 にっき使用したが無効であった.

〔5)膀 胱 炎

急性膀胱炎7例,

た.

慢性膀胱炎2例 に本剤を使用し

a.症 例

症例1T.A.36才 ♀ 診断:急 性瀟慢性膀

胱炎

排尿終末 痛及 び終末血尿の主訴にて来院したもの

で,糊 診時尿中に大腸菌を認め,膀 胱鏡検査では,膀

胱は全体に発赤していた.Tetrex1日1g毎6時2

日間投与し,2日 後に来院せる際は排尿時わずかに不

快感があるのみであった.尿 中には尚大腸菌及び白血

球が認められた.さ らに2日 聞投与し,症 状は去 り,

来院後1週 間目には尿中に白血球,大 腸 菌を認めなく

なった.

症例2N.H.24才 ♀ 診断 二急性瀦慢性膀

胱炎

排尿終末痛及び頻尿の主訴にて来院,尿 中に多数の

白血球 と共に大腸菌を認めた.膀 胱粘膜は全体に強 く

発赤 していた,Tetrex1日1g毎6時3日 聞投与

し,3日 目に来院した時にはすべての症状は去つて居

た.尿 中に尚少数の白血球と大腸菌を認めさたのでら

に2日 間投与し,尿 中白血球及び大腸菌は消失した.

症例3M.K.37才6診 断=急 性瀟慢性膀

胱炎

排尿終末痛及び終末血尿の主訴にて来院,初 診時尿

中に白血球,赤 血球及び大腸菌を多数認む,膀 胱粘膜

は全体に発赤し,特 に三角部は発赤強 く浮腫状に腫脹

している.Tetrex1日192日 間投与した.2日 後

に来院せる際には血尿は去って居たが尚排尿痛を残し

ていた.尿 中には尚,赤 血球,白 血球,大 腸菌が認め

られた.さ らに2日 間投与する事により赤血球は消失

し,白 血球,大 腸菌もわずかになり,排 尿痛 も軽映し

た.そ の後サルフア剤に代え,約10日 で治癒した.

症例4Y.K.31才3診 断:膀 胱三角部炎

排尿終末痛の主訴にて来院,尿 中に少数の白血球 と

ブ ドウ球菌を認む.膀 胱粘膜は全体として正常で,三

角部に充血がある.Tetrex1日192日 聞投与した

所,排 尿痛はやや軽快し,尿 中に尚白血球を認めるが
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ブ ドウ球菌は認めなくなった.以 後ウワウルシ煎剤に

代え約1週 聞で治癒した.

症例5N.T.18才 ♀ 診断 二急性膀胱炎

排尿終末痛及び頻尿の主訴にて来院,尿 中に白血球

と大腸菌を認む.Tetrex1日193日 間投与により

排尿痛は殆んどなく,排 尿後不侠感を訴えるのみとな

つた.尚 尿中に白血球 大腸菌を認めたので,さ らに

2日 間投与し,大 腸菌を認めなくなった.以 後ウロナ

ミy錠 に代え約10日 間で全治した.

症例6A.S.11才 ♂ 診断:出 血性膀胱炎

終末血尿及び排尿痛の主訴にて来院,尿 中に多数の

赤血球,白 血球及び少数の大腸菌を認む.Tetrex1

日191日 投与し,翌 日来 院しに 際は症状軽度とな

り,尿 所見も改善されていた.以 後サルフア剤,止 血

剤を投与し,約1週 間にて治癒 した.

症例7K,K.15才6診 断;出 血性膀胱炎

終末血尿及び排尿痛の主訴にて来院,尿 中に多数の

赤血球と少数の白血球,大 腸菌を認む.止 血剤,ミ ノ

フアPゲ γCと 共に本剤を1日192日 間投与した.

2日 後に来院した ときには血尿はなく,排 尿痛 も減少

し,白 血球 大腸菌を認めなかった.以 後止血剤,ミ

ノファ・一・ijyC,ウ ワウルシ煎剤を投与,約1週 間で

全治した.

症例8N.H.39才 ♀ 診断:慢 性膀胱炎

約3ケ 月前 より終末血尿及び排尿痛があり,膀 胱炎

の診断のもとに種々の治療をうけているが一進一退今

日に至つている.初 診時尿中に多数の白血球,赤 血球

と共にブドウ球菌及びグラム陰性桿菌を認む.膀 胱粘

膜は全体に濁濁し,浮 腫性で所々に充血 と嚢腫様変化

が認められる.こ の爽腫様変化は特に三角部 より内尿

道口にかけて強い.本 剤を1日1g,毎6時4日 間投

与して見たが何等好転せず,膀 胱鏡所見 も変 らなかっ

た.培 養によりProteusvulgarisが 証 明され,以

後入院せしめ膀胱洗灘を行 う事により約1ケ 月で治癒

した.

症例9M,M.26才 ♀ 診断=慢 性膀胱炎

血尿及び下腹部不快感の主訴にて来院,尿 は強 く潤

濁し,多 数の赤」血球,白 血球及びグラム陽性球菌を認

める.膀 胱粘膜は全体に潤濁し充血が強い.所 々に濫

血点が存在し,底部は浮腫状に腫脹している.Tetrex

1日194日 聞投与したが何等好転しなかった.以 後

膀胱内薬液注入療法を続けている.

b.成 績 のまとめ

急性膀胱炎7例 にTetrxを 用い全例に著効を示し

た.主 として大腸菌感染であったが,比 較的速かに菌

の消失が見られた.慢 性膀胱炎2例 に於ては,1例 は

プロテウスの感染によるものであつたが2例 共無効で

あった.

㈲ 腎孟炎

急性腎孟炎6例 にっき観察した.

a.症 例

症例1N.M.20才 ♀ 診断 二夜尿症,急 性

腎孟炎

夜尿症の治療のために入院中の患者であるが,夕 刻

突然悪寒戦標 と共に39。Cの 発熱あ り,尿 中に白血

球及び大腸菌を認めたのでマイシリyを2日 間注射し

たが3日 目の夕刻には39.8。Cの 高熱を発したので

Tetrex1目194回 分服せ しめ3目 目に下熱し,大

腸菌を認めなくなった.熱 型を第1図 に示す

乃η～
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症 例2H.T.45才6診 断 二右腎結石右腎

易咄術後急性腎孟炎

右腎多発性結石の患者で,右 腎易1咄術を行った.術

後約2週 間目に急性腎孟炎を起 して発熱 した.尿 中に

白血球及び大腸菌が認められた。Tetrex1目19毎

6時 投与,2日 間で下熱し,尿 所見も改善された,熱

型を第2図 に示す.

症例3H.M.25才 ♀ 診断 二右腎結石,急

性腎孟炎

右腎結石の患者で術前逆行性ピエログラフイーを行

った所翌 日午後高熱を発した.尿 中にブ ドウ球菌,大

腸菌が認められた.Tetrex1日192日 間投与によ

り第3図 の 如き熱型 で下熱 し,3日 目に手術を行っ

た.
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膀胱腫瘍の息者で膀胱全別出術及び両側尿管皮膚吻

合術を施行後2週 聞目に右尿管に挿入せるカテt-・テル

よりの尿滴下悪 く,腎 孟炎を併発して発熱を来したも

ので,尿 中にブドウ球菌を多数認めた.Tetrex1日

193日 間投与により第5図 の熱型を以て下熱した.

たηフ.

40b

39t

36b

Fig.5
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症例4T.T.35才6診 断;右 尿管結石

(切石術後)

左尿管結石の患者であつて,左 尿管切石術 を施行後

平熱に経過していたが,術 後 約2週 間目に 腎孟炎を

起し発熱した.尿 中 に白血 球及び大 腸菌を認める.

Terrex1日19投 与4日 間にて5日 目に下熱した.

熱型を第4図 に示す

症例5K.1.43才 ♀ 診断:膀 胱腫瘍(膀

胱全別出術及び両側尿管皮膚吻合術後),右 腎孟炎

v////////////////〃//〃/i

leオrex

症例6Y.T.54才6診 断:膀 胱腫瘍(膀

胱全摘出術及び両側尿管皮膚吻合術後),左 腎孟炎

同じく膀胱全摘出術及び両側尿管皮膚吻合術を施行

した患者であるが術後約4週 間後,左 尿管に挿入した

カテーテルよりの尿滴下悪く,左 腎孟炎を併発した.

Tetrex1日192日 聞投与により第6図 の如き熱型

を以て下熱した,
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Fig.6メ ク燐酸 ソーグを添加又は化合させる事により

高い血中濃度が得 られる様になつた事は抗生物

質の利用価値をさらに増加させるものである.

我 汝の測定 した本剤の経口投与時に於ける血申

濃度 も,同 量 のテ トラサイク リン塩酸塩経口投

与時に比較 して投与後3時 間まではほぼ2倍 に

近い血中濃度が得 られた.

又,テ トラサイク リンと同じ抗菌スペク トラ

ムを有する事は,そ の広いスペク トラムから使

用するに便利なものである.我 汝の教室の外来

及び入院患者 の尿及び尿道分泌物中より分離 し

た黄色ブドウ球菌及び大腸菌に対 して満足すべ

き抗菌力を示 した,た だ,ブ ドウ球菌には抗生

物質に対する耐性株が多 く存する事に注意を要

1//////////////1

days

7Telrex

b.成 績のまとめ

各種泌尿器疾患に併発した腎孟炎の6例 に本剤を用

いて全例に著効を得た.即 ち本剤1日1g宛2～4日

間の投与により全例に下熱及び尿所見の改善を見た。

4考 按及び総括

テ トラサイ ク リンにヘキサ メタ燐酸 ソーグ

を混 合 した ものが ブ リサイであ り,メ ク燐酸 ソ

ーグ との化合物が ブ リサ ・fTX即 ちTetrexで

あ る.抗 生 物質 の治療 効果 はそ の病巣内濃度に

比例 す るものであ り,高 い病巣濃度 を得 るため

には高 い血 申濃度が要求 され る.テ トラサ イ ク

リン経 口投与 に於 ては投与量 を増加 しても比較

的難溶性 で あ るた めに吸 収 され ない部 分 が多

く,投 与量 と平行 して血中濃度 が上昇 しない,

する.

臨床実験に於ては急性尿道淋9例,非 淋菌性

尿道炎5例,尿 道周囲膿瘍2例,精 嚢炎1例,

急性及び慢性膀胱炎9例,急 性腎孟炎6例,計

32例 に使用し,急 性尿道淋の6例 中8例 に著

効,1例 に有効であり,非 淋菌性尿道炎5例 中

2例 に著効,1例 に有効,1例 は無効,他 の1

例に再発を見た.尿 道周囲膿瘍の2例 に有効,

精嚢炎の1例 に は無効 であつた.膀 胱 炎9例

中,急 性膀胱炎の7例 にはすべて著効を示し,

慢性膀胱炎2例 には無効であつた.急 性腎孟炎

6例 に於ては全例に著効を示した.
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